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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 36,440 5.2 3,258 11.9 4,558 103.4 2,893 134.3 

29年３月期第１四半期 34,626 △5.4 2,913 △37.2 2,240 △57.4 1,235 △63.7 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 5,210 百万円 （－％）   29年３月期第１四半期 △5,239 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 59.21 － 

29年３月期第１四半期 25.36 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第１四半期 161,287 78,425 44.3 1,462.37 

29年３月期 160,658 74,484 42.2 1,387.72 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 71,526 百万円   29年３月期 67,815 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 20.00 － 25.00 45.00 

30年３月期 －        

30年３月期（予想）   20.00 － 25.00 45.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 72,200 6.1 5,200 5.0 6,800 55.6 3,600 65.0 73.63 

通期 146,200 4.0 11,900 7.0 14,200 16.7 8,200 12.5 167.68 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料P.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 49,757,821 株 29年３月期 49,757,821 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 846,368 株 29年３月期 889,678 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 48,879,497 株 29年３月期１Ｑ 48,702,577 株 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項は（添付資料）P.２「１．当四半期決算に

関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結会計期間における世界経済情勢は、米国においては緩やかな回復基調が続きましたが、追加財

政政策の実施には、なお時間がかかる見込みも出てきました。欧州ではフランス大統領選挙及び英国議会選挙で極

端な保護主義が否定され政治的な不透明感は後退し、実体経済にも回復の兆しがでてきました。中国経済もペース

は鈍化しているものの持続的な成長を保ち、インド・東南アジアでは徐々に景気持ち直しの動きがでてきました。 

一方、日本経済は、輸出関連等一部業種で業績回復の兆しが出てきていますが、依然まだら模様の状況で全般的

には需要の弱い状況が続きました。 

このような経済環境のもと当社事業においては、自動車・建設機械業界向け事業は引き続き堅調に推移し、一般

産業機械業界向け事業、舶用業界向け事業においては依然厳しい市場環境の中、一部に需要回復の兆しも見られま

した。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は364億40百万円（前年同期比5.2％増）、営業利益は32億58百万

円（前年同期比11.9％増）、経常利益は45億58百万円（前年同期比103.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は28億93百万円（前年同期比134.3％増）となりました。

 

セグメント別の事業状況は次のとおりであります。 

[自動車・建設機械業界向け事業]

当事業は、自動車向け製品の販売が堅調に推移するとともに、建設機械を含めた中国市場の回復もあり、当セグ

メントの売上高は239億47百万円（前年同期比8.4％増）となりました。営業利益は17億61百万円（前年同期比

11.4％減）となりました。

[一般産業機械業界向け事業]

当事業は、国内半導体業界向け製品及びインドなど海外での販売が堅調に推移したことから、当セグメントの売

上高は82億30百万円（前年同期比5.2％増）、営業利益は10億78百万円（前年同期比42.5％増）となりました。

[舶用業界向け事業]

当事業は、新造船需要は引き続き低調に推移しましたが、修繕需要に回復がみられたことから、当セグメントの

売上高は30億１百万円（前年同期比12.6％増）、営業利益は３億77百万円（前年同期比205.7％増）となりまし

た。

[航空宇宙業界向け事業]

当事業は、前期に含めていた光工学業界向け事業の撤退に伴う販売減により、当セグメントの売上高は12億61百

万円（前年同期比38.4％減）、営業利益は42百万円（前年同期比17.0％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

[資産]

当第１四半期連結会計期間末の資産は1,612億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億28百万円増加いた

しました。これは主として現金及び預金が41億86百万円、受取手形及び売掛金が10億50百万円、その他流動資産が

５億84百万円減少した一方、有形固定資産が19億29百万円、電子記録債権が18億81百万円、投資有価証券が16億33

百万円、仕掛品が８億18百万円増加したことによるものであります。

[負債]

当第１四半期連結会計期間末の負債は828億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ33億12百万円減少いたし

ました。これは主として電子記録債務が24億42百万円、賞与引当金が７億28百万円減少したことによるものであり

ます。

[純資産]

当第１四半期連結会計期間末の純資産は784億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ39億41百万円増加いた

しました。これは主として為替換算調整勘定が17億23百万円、利益剰余金が16億66百万円増加したことによるもの

であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

国内半導体業界向け製品が堅調に推移すると見込まれること、また、舶用業界向け事業における修繕需要の回復

も見込まれることなどから、第２四半期連結累計期間の連結業績予想を売上高722億円、営業利益52億円、経常利

益68億円、親会社株主に帰属する四半期純利益36億円に、通期の連結業績予想を売上高1,462億円、営業利益119億

円、経常利益142億円、親会社に帰属する当期純利益82億円に修正しております。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 22,663 18,477 

受取手形及び売掛金 28,815 27,764 

電子記録債権 3,725 5,607 

商品及び製品 5,124 5,679 

仕掛品 7,092 7,911 

原材料及び貯蔵品 5,584 5,513 

その他 8,107 7,523 

貸倒引当金 △90 △71 

流動資産合計 81,024 78,406 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 19,971 20,076 

機械装置及び運搬具（純額） 20,010 21,466 

その他（純額） 13,019 13,388 

有形固定資産合計 53,002 54,931 

無形固定資産    

のれん 3,622 3,516 

その他 3,525 3,416 

無形固定資産合計 7,148 6,932 

投資その他の資産    

投資有価証券 13,613 15,246 

その他 6,142 6,033 

貸倒引当金 △272 △263 

投資その他の資産合計 19,483 21,016 

固定資産合計 79,633 82,880 

資産合計 160,658 161,287 

 

- 3 -

イーグル工業株式会社（6486）平成30年３月期　第１四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 8,022 8,011 

電子記録債務 8,912 6,469 

短期借入金 13,279 15,754 

未払法人税等 2,185 1,763 

賞与引当金 2,345 1,616 

その他の引当金 51 61 

その他 12,244 12,175 

流動負債合計 47,042 45,852 

固定負債    

長期借入金 21,544 19,336 

引当金 421 433 

退職給付に係る負債 15,997 15,940 

その他 1,167 1,298 

固定負債合計 39,131 37,009 

負債合計 86,173 82,861 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,490 10,490 

資本剰余金 11,395 11,395 

利益剰余金 54,182 55,849 

自己株式 △650 △565 

株主資本合計 75,418 77,170 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 451 532 

為替換算調整勘定 △2,871 △1,147 

退職給付に係る調整累計額 △5,183 △5,028 

その他の包括利益累計額合計 △7,603 △5,643 

非支配株主持分 6,669 6,899 

純資産合計 74,484 78,425 

負債純資産合計 160,658 161,287 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 34,626 36,440 

売上原価 25,830 26,967 

売上総利益 8,796 9,472 

販売費及び一般管理費 5,882 6,213 

営業利益 2,913 3,258 

営業外収益    

受取利息 38 46 

受取配当金 14 9 

持分法による投資利益 204 569 

為替差益 － 411 

その他 199 425 

営業外収益合計 458 1,463 

営業外費用    

支払利息 118 104 

為替差損 973 － 

寄付金 5 0 

その他 33 59 

営業外費用合計 1,130 164 

経常利益 2,240 4,558 

特別利益    

固定資産売却益 4 3 

特別利益合計 4 3 

特別損失    

固定資産売却損 1 0 

固定資産除却損 20 16 

債務保証損失引当金繰入額 － 8 

特別損失合計 22 25 

税金等調整前四半期純利益 2,223 4,536 

法人税等 744 1,296 

四半期純利益 1,478 3,239 

非支配株主に帰属する四半期純利益 243 345 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,235 2,893 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 1,478 3,239 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △58 80 

為替換算調整勘定 △5,022 1,105 

退職給付に係る調整額 159 186 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,797 598 

その他の包括利益合計 △6,718 1,971 

四半期包括利益 △5,239 5,210 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △4,997 4,853 

非支配株主に係る四半期包括利益 △242 357 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 

自動車・ 

建設機械業 

界向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界 

向け事業 

航空宇

宙・光工

学業界向

け事業 

合計 調整額 

四半期連 

結損益計算 

書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 22,093 7,820 2,666 2,047 34,626 － 34,626 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
44 24 5 － 74 △74 － 

計 22,137 7,844 2,671 2,047 34,701 △74 34,626 

セグメント利益 1,987 756 123 51 2,918 △5 2,913 

（注）１．セグメント利益の調整額△５百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

 

自動車・ 

建設機械業 

界向け事業 

一般産業 

機械業界 

向け事業 

舶用業界 

向け事業 

航空宇宙

業界向け

事業 

合計 調整額 

四半期連 

結損益計算 

書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 23,947 8,230 3,001 1,261 36,440 － 36,440 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
63 23 3 － 90 △90 － 

計 24,010 8,253 3,004 1,261 36,530 △90 36,440 

セグメント利益 1,761 1,078 377 42 3,259 △0 3,258 

（注）１．セグメント利益の調整額△０は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（セグメント名称の変更）

当第１四半期連結会計期間より光工学業界向け事業から撤退したことに伴い、報告セグメントの名称を

「航空宇宙・光工学業界向け事業」から「航空宇宙業界向け事業」へ変更しております。なお、当該変更に

よるセグメント情報に与える影響はありません。
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